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第 57 回横浜教区一粒会大会を終えて 
 

第六地区一粒会委員 鈴木郁子 

 

10 月 13 日（月）スポーツの日、12 年ぶりに強羅の函嶺白百合学園を会場として、第 57 回横浜教区

一粒会大会が行われました。台風 22 号の進路にハラハラさせられましたが、講師の大阪高松大司教

区の酒井補佐司教様の「明日のことは思い煩うな、明日のことは自らが思い悩む。祈るのみです」の

言われた通り、当日はまずまずのお天気となりました。横浜教区 16 地区、神奈川・静岡・山梨・長野

の 4 県から 821 人(司教 2 名・司祭 43 名)の方が集まりました。特に今回は第 2 講話と並行して、子供

プログラムを別会場で行い、61 名の参加者が昼食を共にして和やかな時間を共に過ごしました。 

 

 第 1 講話は酒井司教様から、世界一大きな和装の聖マリアの絵がある、大阪城の近くの司教座聖

堂の玉造教会から来られたこと。前田万葉大司教様の補佐をする司教であることなど、わかりやすく

自己紹介をされました。今回のテーマである「神さまについて行こう」と思ったから司祭たちは司祭職

を選んだこと、司祭は奇跡が行えるとマジックをして子どもたちを驚かせて下さいました。 

 第 2 講話は私たちの信仰生活にとって２つの大事な事「自分がどう変わりたいか今日考える」「今

日、自分ができることを行う」身近な体験からユーモアを交え優しく語りかけてくださいました。私は 2

つの会場を行き来していた為、聞き逃したこともあり改めて録画を見たいと思います。 

 子どもプログラムは、視聴覚教室で松田姉妹の指導で子どもたちは「アーメンハレルヤ」を手話で

練習しミサの退堂時に披露しました。また「今自分が出来ること」を一人ずつ教皇様宛に手紙を書きま

した。 
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 午後は梅村司教、酒井司教による司教司式ミサに 43 人の司祭団が舞台上に揃い、一粒会大会

ならではの盛大なミサが捧げられました。恒例の梅村司教様による参加司祭お一人ずつの紹介が行

われました。 

大磯教会からも会場案内・駐車場案内・司祭接待・子どもプログラム・記録（写真）・典礼など沢山 

の方の協力のお陰で、実り多い大会となったことを感謝いたします。今後とも、私たちに必要な司祭

の召命の為に、祈りと献金のご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別会場で行われた子供プログラム 

午後の荘厳ミサ 

酒井補佐司教様を囲んで 
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2025 年１０月度 教会委員会議事録要約 
 

１． 日時場所 2025 年 10 月 4 日（土）10:00～11:30 信徒館 

２． 出席者 浅石・野口・平田・本田・増澤（進行）・松澤(俊)(書記）欠席：岩城、鈴木 

３． 内容 

（１） 典礼 

・ロザリオの先唱者予定。 

・12 日藤原さま追悼の祈りの依頼。 

・11 月死者の月の芳名帳の準備。 

・葬儀社の件 現在サンライフ社、カルチャーボンズ湘和会堂の２社を候補としてリストアップ

しているがそこに平塚教会で使っているムラヤマ葬祭を追加してはどうか？メリットとして個

人会社なので動きが早い、意思疎通がスムース、他社に比較して葬儀費用が抑えられる。 

 （葬儀社の選定はあくまでも遺族のご意向によるが、遺族に心当たりのない場合に紹介。） 

・現在使用している「葬儀のしおり」の平和の賛歌・感謝の賛歌の変更を早急にする。→作業

開始済み 

・葬儀の際の柩カバーについて大磯教会でも自前の白のカバーを持っていたほうが便利、

次回は平塚のものを借用。5～６千円で白のサテン地は購入可。 

（２） 宣教 

・9/23(火) 第 1 回宣教グループミーティング開催(増澤、岩城、達崎、長谷部、松澤(俊))。聖

歌隊の活動(施設訪問など)の検討、聖堂の開館時間の延長、入門講座のヘルパー増員、

掲示板の活用など種々の話し合いが出来た。定期的な宣教ミーティングを継続したい(半

年に 1 回程度) 

・教会 HP に恵みの会写真を掲載。9/30 トーマス・グローガン神父の甥ファミリーの当教会

訪問時の記事も掲載予定。 

（３） 福祉 

・10/26(金) 6 地区福祉部会 小田原教会にて。 

（４） 財務 

・10 月中に教区に提出する来年度予算案について 収入の基本的財源である月定献金が

減少、撮影協力金もかなり減る見通しの中各部からの予算案を再検討した。大きな項目で

は小規模修繕予算は大規模修繕工事を予定しているので削除。 

・大規模修繕計画については教区本部の建設検討委員会への報告が必要、年内までに作

成して提出。 

（５） 管理 

・11/8(土)墓地ミサの参加人員の確認。現在大磯からは 22 人の参加予定。まだ余裕がある

ので 2,3 人の追加は OK。→大磯教会で 3 名が追加。平塚に 5 名枠を出しているので、更

に追加が出た場合は調整が必要。 

・墓地ミサの行事分類等 今回教会行事の一環としてのバス手配による墓地ミサを実施予定

だが全信徒対象の教会行事として処理するのには少し無理があるとの意見があり、テハン

神父も来年度は予算化しないことに同意。但し、後日、テハン神父に確認したところ、「墓

地でのミサは全信徒に開かれたもの。ただ、来年度に関しては予算バランスを考慮したも

の」とのこと。（来年はバス利用の場合、参加者負担が増える可能性）。 

・新委員の募集用紙の確認。 
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・開かれた教会への提案。現在 13 時までとなっている聖堂、信徒館を聖堂は 4 時までとす

る。留守番体制はそのままとして聖堂は 4 時まで開けておき 4 時以降門扉、聖堂を施錠す

る。教会近隣にお住まいの方々の協力及び有志による戸締り係を募る。 

・2025 年度役割分担表の改定案 10/4 付けは残任期間も少なく入門講座の新メンバーにつ

いては入門講座メンバー内での話し合いで決めていただきたい。特にそれ以外変更点は

なく新たに配布の必要はないのでは。 

・規約改正の件 規約改正は、前回月例会での意見もあり、当面は延期を検討。 

 

※次回は、11 月 1 日（土）に委員会開催。進行：松澤、書紀：野口 

担当の順番   ①野口②岩城③浅石④鈴木⑤平田⑥本田⑦増澤⑧松澤(俊) 

以上 

 

 

2025 年１０月度 月例会報告 
 

１． 日時場所 2025 年 10 月 12 日(日) ミサ後 12：00～13:00 カトリック大磯教会聖堂 

２． 出席者（敬称略） 19 名 碇井夫妻 岩城 増澤 浅石 長谷部 野口 赤井 本田 清野 

         浦山 和田 平田 岩崎 永富 城戸 梶山 高橋(伸) 渡辺 

３． 進行／書記  渡辺／松澤氏欠席 

４． 委員会報告  （詳細は委員会報告議事録参照） 以下は補足等 

(1) 典礼関係：新しい葬儀社（ムラヤマ葬祭）が、紹介された。 

(2) 宣教関係：第 1 回宣教グループミーティングが開催され、開かれた教会として、聖堂を午後 4

時まで開けて近隣の方が戸締りをしたらというアイデアが話し合われた。しかし、現在の留守

番体制（10 時～13 時）を、人員確保の為、12 時以降の戸締りは、事情により 12 時～13 時の

間で自由にするよう、現状より更に開放時間を短くして募集することも検討していることが明

らかにされ、午後の開館に関しては協議が必要。 

(3) 福祉関係：10 月 26 日（金）第 6 地区の福祉部会が開かれる。 

(4) 財務関係：10 月中に、教区に予算案を提出する。 

(5) 管理関係：初めて墓地ミサ(11/8)を交流会風に行う予定。参加予定者 22 名と順調に集まっ

ている。 

５． その他 

(1) 2026 年度:新教会委員の任期の扱い 

・欠員補充の任期を「1 年」とするか「2 年」とするかで意見が分かれ、1 年賛成者は任期統一

を重視、2 年賛成者は規約（2 年任期）を根拠に主張。結論は出ず、11 月の委員会で決定

することになった。それまで推薦投票用紙には暫定的に「2 年」と考えて記入してほしい。 

・推薦の目的は、欠員補充か将来の人材確保かで認識に差があった。従来の人脈頼みで

はなく、公募で透明性のある選出方法に切り替える方向で一致。 

・推薦理由は、「教会活動を熱心にしている」程度でも十分と確認。推薦理由のハードルを

高くしない。 

・現行の延長している委員 2 名は、1 年延長は総会で承認済みと確認。延長の解釈にずれ

はあったが、活動は有効とされた。尚、規約改正を急ぐべきとの意見も出た。 

(2) 映画の宣伝 

・岩崎さんより、大磯エネシフトによる映画会の紹介があった。･･･タイトルは、「知事抹殺の

真実」。日時：11/23(日) 13 時より 場所：大磯町立ふれあい会館 3 階。 
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2025 年１１月及び１２月第 1 週 主日のミサ 奉仕者予定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 ２０２５年 11 月の掃除当番 

 
 
 

おしらせ 
１． 行事予定 

・11 月 1 日(土) 10:00～ 教会委員会 

・11 月 2 日(日) 13:30～ 墓地委員会 於：二宮教会 

・11 月 8 日(土) 10:00～ 墓地ミサ 於：茅ヶ崎共同墓地 

・11 月 8 日(土)  一粒会本部委員会 於：山手教会 

・11 月 16 日(日)14:00～ 典礼部会 於：国府津教会 

・11 月 16 日(日)14:00～ 一粒会委員会 於：茅ヶ崎教会 

・11 月 30 日(日)  共同回心式 

 

 

 

 

第 1 週(～1 日) 第 2 週(～8 日) 第 3 週(～15 日) 第 4 週(～22 日) 第 5 週(～29 日) 

平塚・秦野 B  東・高・大 A 東・高・大 B 東小磯・西小磯 石・国・二 

  　朗読

 ＊朗唱

Ⅰ　知恵　３・１－６、９ 野口 中村

２日 Ⅱ　ローマ　８・３１b－３５、３７－３９ 　典　１０４ 　典 １２３ 　典　１７１ 　典　１６７ 鈴木　郁 岩城 下川 松田 市原 浅石

死者の日 福　ヨハネ　６・３７－４０ ①②④ ＊ 長谷部 藤林

Ⅰ　エゼキエル　４７・１－２、８－９、１２ 　 岩城 梶山

Ⅱ　一コリント　３・９cー１１、１６－１７ 典　１０２ 達﨑 伸 和田 岩崎

ラテラン教会の献堂 福　ヨハネ　２・１３ー２２ ①②③ ＊　楠元 林

Ⅰ　マラキ　３・１９－２０a 　 佐藤　や  松澤　

Ⅱ　二テサロニケ　３・７—１２ 　典　３９１ 典　１４９ 　典 １３８ 　典　４６ 渡辺　晃 平田 竹本

年間第３３主日 福　ルカ　２１・５－１９ ③④ ＊ 龍造寺 佐藤　昭

Ⅰ　サムエル下　５・１－３ 　 高橋  佳 碇井

Ⅱ　コロサイ　１・１２－２０ 　典　３８８ 典　１７３ 　典 ２５ 　典　１５９ 梶山 岩城 清野 浦山

(王であるキリスト) 福　ルカ　２３・３５－４３ ①②③ ＊ 長谷部 鈴木

Ⅰ　イザヤ　２・１－５ 渡辺　晃 堀江

Ⅱ　ローマ　１３・１１－１４a 　典　１２１ 　典　１７３ 　典　７７ 　典　８１ 鈴木　郁 浅石　奈 中村 阿部

待降節第１主日 福　マタイ　２４・３７－４４ ①②⑤ ＊　岩城 岡野　実

Ⅰ　イザヤ　１１・１－１０ 増澤 平田

Ⅱ　ローマ　１５・４－９ 　典　１３７ 　典　１３６ 　典　１８４ 　典　１６７ 碇井　玲 藤林 堀江 中村

待降節第２主日 福　マタイ　３・１－１２ ①②④ ＊ 龍造寺 清水

浅石

野口

市原

高橋　典 １６４９日
宮内神父

テハン神父

松田
富

松田
真

先唱

２３日
松田
真

奉納入祭

３０日

１６日 松田　厚

答唱　 奉納

お花
当番

龍造寺

派遣 オルガン

ミサ
準備

侍者

奉仕者

日

浦山

テハン神父
（共同回心式）

　典 １３９　 　典 　５０

テハン神父

聖歌

主日　司式　 聖書　朗読箇所

テハン神父

野口
高橋

（アドベ
ント）

碇井　玲

７日
原田神父 松田

富

野口 清水

藤林

野口
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・11 月 24 日(祝月)10:00～ 環境セミナー 於：平塚教会 

・シスター・キャサリン主催で昨年 1 月、麹町イグナチオ教会で開催されたセミナーと同じ内容

です。多くの皆様にご参加いただきたいと思います。 

・要予約～１１月９日(日)までに人数をまとめたいと思います。 

・昼食の用意があります（代金は千円台前半）。 

・次ページに内容を詳しくご案内します。 

 

 「気候危機の現状とラウダート・シ」  ～母なる地球に愛をこめて〜 

 
（１）地球環境危機の現状  

米国のゴア元副大統領が携わり、世界 100 か国以上で開催されている、環境問題に関するセミ

ナー「クライメート・リアリティ・プログラム（Climate Reality Program）」の内容に基づき、特に今世紀

に入ってから深刻になりつつある環境破壊の現状と、それに対抗する試みをご紹介します。  

＜講師＞ 境野信（さかいのまこと）氏：  理学博士（化学）、クライメート・リアリティ・リーダー

(※)、 神奈川県地球温暖化防止活動推進員。  

(※) クライメート・リアリティの内容を伝えるための一定の研修を受けた有資格者。  

 

（２）『回勅ラウダート・シ』と『使徒的勧告 ラウダーテ・デウム』を踏まえて  

境野信先生のお話への応答として、教皇フランシスコの回勅と使徒的勧告の副題（「ともに暮らす

家を大切に」、「気候危機について」）に触れつつ、カトリック教会のエコロジカルな展望をご紹介し

ます。  

＜講師＞ 瀬本正之（せもとまさゆき） 

神父：  日本カトリック司教協議会「ラウダート・シ」デスク秘書、イエズス会司祭、 「ラウダー

ト・シ」共同翻訳者、「ラウダーテ・デウム」翻訳者。  

＜セミナー主催者＞ Sr. Kathleen Reiley（シスター・キャサリン）：  

メリノール宣教会修道女、1968 年来日、1969 年より鎌倉で宗教間対話に取り組む。国立がん

研究センター中央病院の小児科でのカウンセリング、また、福島原発事故被害者やアルぺ難

民センター利用者へのカウンセリングに従事。2019 年アル・ゴア氏のクライメート・リアリティ・

ワークショップに参加。 

 

２． 聖歌隊の予定 

・合同練習  日曜日 14 時～ 11/23  カトリック大磯教会 

・ソプラノ・アルト 土曜日 14 時～ 11/15  大磯キリスト教会 

・テナー・ベース 土曜日 14 時～ 11/8  日本基督教団大磯教会 

・ハンドベル練習 土曜日 13 時～ 11/15  大磯キリスト教会 

・12 月 14 日(日) 14 時 全体練習 16 時 公開リハーサル カトリック大磯教会 

・12 月 21 日(日) 14 時～大磯クリスマスキャロリング本番 ステパノ学園 

 

 
 編集後記 

 

急に寒くなり、昨日灯油を買ってきてストーブをつけました。木曜日の朝、富士山の初冠雪がとてもきれいでし

た。今年は秋が殆ど無くてあっという間に冬に突入です。 

季節は霜降（そうこう）に入りましたから、秋も終わりに近づき早朝に霜が降りはじめる時期。北海道や東北北

部からは初雪のニュースも届きます。山間部では赤や黄色に葉が彩られます。 

クリスマスキャロリング本番まで、もう 2 ヶ月を切ってしまいました。歌の練習を頑張ります。 

  


